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１．研究計画の概要
貼り合わされた曲面上で最短ネットワーク
問題やボロノイ領域の問題を研究すること
は理論的な数学ばかりでなく応用上も重要
である。測地線の幾何学の方法（トポノゴフ
の比較定理や平行線の理論など）は、その有
効な研究手段になる。実際、曲面に対するシ
ュタイナー比の研究は測地線の幾何学の活
躍の場になる。また、ボロノイ領域の境界が
どのように貼り合わされているかは多様体
の位相構造、幾何構造と密接に関係する。測
地線の幾何学として行われてきた方法によ
り、最短ネットワーク問題やボロノイ図の問
題を貼り合わされた曲面上で効果的に研究
できる。

２．研究の進捗状況
最短ネットワーク問題については，ポワンカ
レディスクのシュタイナー比を求めること
に成功し，知られていたユークリッド平面と
球面のシュタイナー比の証明に誤りがある
ことを見つけ出した．このため，非負曲率ア
レキサンドルフ曲面のシュタイナー比を求
める問題は，点の個数が５以下の場合にだけ，
同じ方法で求められそうなことが分かった．
曲面をボロノイ領域へ分割する問題では，か
なりの部分が適当な条件の変更の下に平面
の場合とほとんど同様に成立する．しかし，
まとめる段階にはまだ達していない．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
（理由）
非負曲率アレキサンドルフ曲面のシュタイ
ナー比を求める問題では，参考とした論文に

誤りが発見されたため目標が大きく変わっ
た．目標を点の個数が７以下の場合に証明す
ることにした．この場合，研究が８割達成さ
れている．曲面のボロノイ分割に関しては，
平面の場合とほとんど同様の性質が成立す
ることが大体わかったのでまとめに入る．

４．今後の研究の推進方策
非正曲率アレキサンドルフ曲面において，５
点以下の場合のシュタイナー比を求めるに
は，三角形間の距離減少写像の存在定理を利
用して，平面のシュタイナー比との比較をル
ービンシュタインとウェンによる方法で行
う，平面のシュタイナー比に関してはドとフ
ァンの方法が５点以下では有効であり，７点
以下については，５点以下の場合に帰着する
ことを示したピーターオロフドウェットの
方法を参考にする．ボロノイ分割に関しては，
証明を精査してまとめる．
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